
明
治
三
年
大
阪
城
に
陸
軍
造
兵
廠
が
設
置
さ
れ
大
砲
等
の
製
造

が
始
ま
り
、
昭
和
大
戦
争
と
な
り
、
兵
器
工
場
は
大
阪
城
付
近
全

域
に
及
ん
だ
。
陸
軍
は
急
増
す
る
造
兵
廠
職
員
の
住
宅
建
設
を
国

電
鴻
池
新
田
駅
南
一
キ
ロ
の
青
田
の
中
の
産
土
神
社
・
河
内
市
北

部
出
張
所
（
元
の
村
役
場
）
の
西
側
と
東
側
に
計
六
○
○
戸
の
楠
風

荘
住
宅
の
建
設
を
日
本
住
宅
営
団
に
当
た
ら
せ
た
。
一
戸
当
た
り

二
○
～
五
○
坪
の
土
地
に
三
部
屋
（
三
畳
六
畳
六
畳
）
程
度
の
木
造

平
屋
建
て
で
、
当
時
す
で
に
資
材
乏
し
く
、
例
え
ば
瓦
は
現
地
で

セ
メ
ン
ト
瓦
を
製
し
等
々
で
、
勝
手
口
は
半
坪
程
度
程
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
土
間
に
水
道
栓
が
一
つ
立
つ
だ
け
の
勝
手
口
兼
台
所
で

あ
っ
た
。

昭
和
戦
争
は
日
毎
に
激
し
く
広
島
・
長
崎
が
特
種
の
原
子
爆
弾

で
あ
る
と
知
ら
さ
れ
る
と
、
無
条
件
降
伏
の
勅
語
が
昭
和
二
十
年

弱
敗
戦
・
陸
軍
少
佐
青
酸
自
殺
・
救
命
処
置

・
蘇
生

中

室
嘉
祐

八
月
十
五
日
放
送
さ
れ
た
。
そ
の
前
日
、
今
迄
無
傷
で
あ
っ
た
大

阪
陸
軍
造
兵
廠
の
工
場
群
に
対
し
て
、
米
空
軍
は
一
屯
爆
弾
多
数

を
投
下
し
て
、
全
工
場
を
完
全
爆
破
し
た
。
八
月
二
十
日
、
進
駐

軍
総
司
令
官
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
は
厚
木
飛
行
場
に
到
着
し
、
占

領
行
政
が
始
ま
っ
た
。

そ
ん
な
九
月
の
あ
る
夜
、
楠
風
荘
造
兵
廠
住
宅
の
明
○
少
佐
夫

人
が
近
く
の
女
医
宅
の
扉
を
激
し
く
叩
い
て
「
主
人
が
今
、
青
酸

自
殺
を
し
ま
し
た
」
と
二
○
“
位
の
無
色
の
小
瓶
を
示
し
て
「
助

け
て
下
さ
い
」
と
叫
ん
だ
。
「
宅
に
は
胄
洗
源
器
が
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
他
の
医
院
へ
ど
う
か
」
と
は
言
わ
ず
「
す
ぐ
参
り
ま
す
」
と

夫
人
を
帰
し
た
。

［
青
酸
事
件
が
終
戦
後
、
東
京
で
多
発
し
た
の
で
、
手
元
の
ポ
ケ

ッ
ト
医
学
書
・
西
川
義
方
著
『
内
科
診
療
の
実
際
中
毒
篇
』
に

は
「
青
酸
カ
リ
・
・
解
毒
剤
Ⅱ
チ
オ
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
」
と
あ
り
、

当
時
大
阪
帝
国
大
学
病
院
の
他
の
図
書
を
調
べ
て
も
同
前
で
あ
っ

た
。
も
し
も
米
兵
が
大
阪
城
内
に
進
入
す
れ
ば
、
造
兵
廠
で
は
各

将
校
机
に
秘
蔵
し
た
青
酸
カ
リ
瓶
を
一
斉
服
用
す
る
と
み
ら
れ

た
。
］直

ち
に
往
診
鞄
、
チ
オ
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
五
○
○
瓶
一
本
、
ガ
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ラ
ス
製
涜
腸
器
（
ト
ッ
サ
に
胄
洗
潅
器
が
無
い
の
で
こ
れ
を
代
用
し
よ

う
と
思
っ
た
）
、
聴
診
器
の
と
同
じ
黒
い
ゴ
ム
管
等
々
を
携
行
し
、

助
手
と
し
て
夫
の
薬
剤
師
と
急
行
し
た
。
到
着
す
る
と
最
初
に
、

先
程
の
ガ
ラ
ス
の
小
瓶
に
、
食
酢
二
’
三
滴
を
滴
下
す
る
と
特
有

の
臭
気
の
青
酸
ガ
ス
国
○
ｚ
が
発
生
し
た
の
で
青
酸
カ
リ
困
○
ｚ

と
断
定
し
た
。
奥
座
敷
の
蒲
団
に
寝
て
い
る
本
人
を
急
診
し
て
、

上
半
身
を
起
こ
し
て
蒲
団
に
背
を
も
た
せ
て
上
体
を
固
定
し
た
。

一
方
助
手
は
チ
オ
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
約
一
○
％
の
解
毒
液
一
リ

ッ
ト
ル
を
作
っ
た
。
黒
い
ゴ
ム
管
は
う
ま
く
胃
へ
挿
入
で
き
て
適

当
な
長
さ
で
、
ガ
ラ
ス
製
涜
腸
器
（
以
下
胄
洗
源
器
と
仮
称
）
を
接

続
さ
せ
て
か
ら
解
毒
液
を
注
入
し
、
冑
へ
う
ま
く
注
入
で
き
た
。

直
ち
に
吸
引
し
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
胃
液
を
吸
引
し
、
再
び

解
毒
液
を
注
入
し
、
直
ち
に
吸
引
で
き
る
だ
け
多
く
の
胄
液
を
吸

引
し
、
繰
り
返
し
、
繰
り
返
し
、
解
毒
液
の
注
入
・
吸
引
の
操
作

を
繰
り
返
し
た
。
突
然
停
電
し
て
部
屋
は
真
っ
暗
に
な
っ
て
し
ま

い
（
戦
時
中
は
停
電
は
度
々
あ
っ
た
の
で
驚
か
な
い
が
困
っ
て
し
ま
っ

た
）
、
ロ
ー
ソ
ク
が
数
カ
所
部
屋
の
四
方
に
立
て
ら
れ
た
。
暗
が
り

の
中
で
の
胄
洗
源
も
手
慣
れ
て
き
た
。
隣
室
で
寝
て
い
た
一
才
の

男
児
が
目
覚
め
て
、
這
い
這
い
で
、
ア
ー
ン
と
泣
き
な
が
ら
暗
い

室
の
周
り
を
這
い
廻
り
始
め
た
。
続
い
て
○
歳
の
女
児
も
目
覚
め

て
、
蒲
団
の
周
り
を
泣
き
な
が
ら
這
い
始
め
た
。
も
し
も
こ
の
世

に
地
獄
と
い
う
も
の
が
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
い
う
の
か
と
、
胸

を
締
め
つ
け
ら
れ
た
。
暗
が
り
で
の
解
毒
液
に
よ
る
胄
洗
源
は
絶

え
ず
続
い
て
い
た
。
暗
が
り
で
瞳
孔
・
脈
拍
等
を
絶
え
ず
診
て
い

た
女
医
は
「
助
か
る
」
と
言
っ
た
。
一
同
は
喜
び
で
一
杯
と
な
っ

た
。

そ
の
後
、
日
本
に
陸
上
自
衛
隊
が
始
ま
る
と
、
元
少
佐
は
応
募

し
て
、
東
京
の
陸
上
自
衛
隊
武
器
補
給
処
勤
務
と
な
り
、
日
本
の

陸
上
自
衛
隊
の
装
備
を
米
軍
の
そ
れ
と
如
何
に
一
致
さ
す
か
に
つ

き
、
度
々
渡
米
し
、
後
、
准
将
で
定
年
退
官
し
た
。
一
歳
の
男
児

も
自
衛
隊
に
入
隊
し
、
長
女
は
薬
科
大
学
を
卒
業
し
た
。
（
五
○
年

間
秘
し
た
が
、
西
洋
医
学
の
公
開
性
を
尊
び
、
青
酸
救
命
法
の
一
例
と
し

て
記
述
し
た
）

291 (139)


